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本
研
究
で
は
発
話
の
文
末
で
使
用
さ
れ
る
「
つ
て
」
の
用
法
を
、
「
つ
て
」
 
 

で
引
用
さ
れ
る
部
分
が
他
者
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
、
自
己
が
 
 

も
た
ら
し
た
も
の
か
を
基
準
に
分
類
し
、
各
用
法
の
意
味
・
機
能
を
分
析
 
 

し
考
察
を
行
っ
た
。
 
 
 

話
し
手
が
他
者
（
第
三
者
ま
た
は
聞
き
手
）
 
か
ら
待
た
情
報
を
引
用
し
 
 

た
用
法
と
し
て
「
伝
聞
情
報
の
転
送
用
法
、
伝
聞
情
報
の
確
認
用
法
、
詳
 
 

細
引
出
し
用
法
、
真
偽
問
い
返
し
用
法
、
非
難
用
法
」
、
ま
た
自
己
の
直
 
 

前
の
発
話
・
思
考
を
括
り
だ
し
た
も
の
や
自
己
の
過
去
の
発
話
・
思
考
を
 
 

引
用
し
た
用
法
と
し
て
「
自
己
主
張
用
法
、
否
定
強
調
用
法
、
説
明
提
示
 
 

用
法
」
を
示
し
合
計
八
つ
の
用
法
に
分
類
し
た
。
特
に
「
自
己
主
張
用
法
、
 
 

否
定
強
調
用
法
」
は
、
「
つ
て
」
 
で
発
話
全
体
に
客
観
性
を
持
た
せ
る
機
 
 

能
が
あ
り
、
自
己
発
話
に
説
得
力
を
も
た
せ
た
り
否
定
を
強
調
し
た
り
す
 
 

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
総
じ
て
、
「
つ
て
」
 
の
機
能
に
は
伝
聞
、
問
い
 
 

返
し
以
外
に
、
相
手
の
気
持
ち
に
配
慮
し
た
り
和
ら
げ
た
り
す
る
機
能
が
 
 

あ
り
、
そ
れ
は
「
つ
て
」
で
言
い
終
わ
る
暖
昧
さ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
 
 

ろ
、
つ
。
 
 
 

ま
た
、
「
つ
て
」
で
言
い
終
わ
る
発
話
に
は
言
い
さ
し
機
能
を
持
っ
て
 
 

い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
示
し
た
。
言
い
さ
し
と
判
断
し
た
「
伝
聞
情
 
 

報
の
転
送
用
法
、
伝
聞
情
報
の
確
認
用
法
、
非
難
用
法
、
説
明
提
示
用
法
」
 
 

に
は
、
伝
聞
要
素
が
強
い
こ
と
、
「
つ
て
」
に
後
続
す
る
主
節
の
解
釈
が
 
 

聞
き
手
に
よ
っ
て
幅
が
広
が
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
た
。
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